
 

 

 

 

 

 「院内感染対策マニュアル」第 5版を R 2年 11月に改訂しました。内容を確認してください。 

＜主な改訂点について＞ 

１、抗菌薬適正使用マニュアル、新型コロナウイルス対策マニュアルを別冊として添付 

２、耐性菌検出患者報告の変更 

 ・R2年 3月に感染管理システムが導入されたことにより、耐性菌の検出報告は不要（院内検査のみ） 

院内メールとして報告されているため 

３、クロストリジオイディス・ディフィシルの表「CDI 治療が必要と判断した場合の 

治療の流れ」修正 

・日本化学療法学会・日本感染症学会発行の「Clostridioides difficile 感染症診療 

ガイドライン」を参考にフローチャートを修正 

＜主な改訂内容：一部抜粋＞ 

目次 改訂内容 

Ⅱ 感染管理体制に関する管理規程 

６ 感染症発生時の報告体制 感染管理システム導入により耐性菌の紙ベースでの患者の  

感染症発生報告を無くした 

休日夜間の外来患者の報告を救急管理師長に連絡依頼 

指定感染症：新型コロナウイルス感染症届出追加 

Ⅲ 院内感染対策の基本 

4)感染性胃腸炎（ノロウイルス・ロタウイルス） ベストプラクティス表変更、ジアクロス液の標記 

5)クロストリジオイディス・ディフィシル 外注検査の標記 

別表「CDI 治療が必要と判断した場合の治療の流れ」全面修正 

ダフクリアの追記 

8)流行性ウイルス感染症 水疱がガーゼで覆えない場合を追記 

10)耐性菌 CRE追加 

Ⅷ 環境と清掃、医療廃棄物 段ボールの感染性廃棄物入れを追記 

Ⅸ アウトブレイク対応策 厚生労働省の定めた報告の人数数値を追記 

＜別添マニュアル＞ 

抗菌薬適正使用マニュアル 抗菌薬適正使用マニュアルとして別添とした 

外来抗菌薬について追加 

新型コロナウイルス 感染対策マニュアル 

 ※順次変更の可能性があるので別添とした 

発熱外来フロー図、新型コロナウイルス感染症、入院時管理基

準、COVID-19発生レベルと対応、家族が PCR検査を受けた

場合の対応など追加 

感染ベストプラクティス 「嘔吐物処理」廃棄用ビニール袋を二重に変更 

院内感染対策マニュアルの改訂 

 

 

 

 

 

 

 

  新型コロナウイルス感染症患者の受診方法が 11月中旬より変更になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当院では新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策としてこれまで様々な取り組みを行なっ

てきました。当院の「発熱外来」としての診察室ですが救急室の一部に感染診察室があります。こ

の部屋は陰圧設備が整っており、結核など空

気感染が疑われる疾患の救急患者を診察す

るために新病院建設時に設計されました。し

かし、廊下側から部屋に入れないという不便

さがあり、今回改修工事を行ないました。 

11月に完成し、使用を開始しています。 

また、インフルエンザとの同時流行による 

患者数増加に備え、待合室及び簡易診察室 

としてプレハブを 2棟設置しました。プレハ

ブにはドアホンを設置し、救急処置室から 

映像及び音声にて常時観察できる体制とな

っています。さらに、クリーンパーテーション

を設置しています。 

今後も引き続き新型コロナウイルス感染症の 

拡大防止に取り組んでいきますので、ご協力よろしくお願いいたします。 

（記：総務課 高島拓也・感染対策室 谷畑祐子） 

感 染 診 察 室 の 改 修 と 

発 熱 外 来 に つ い て 

発熱等の症状がある方は、 

まずはかかりつけ医等の地域

で身近な医療機関に電話で 

相談することとなりました。 

相談する医療機関に迷った 

場合は、受診・相談センターに

相談します。 

 

富山県 HPより引用 

廊下側からの入口 感染診察室内部 

待合内部（長椅子 3台配置） 

 

プレハブ全景 


